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 実  数 前年同期比 

諏訪公共職業安定所管内 １.１０  倍 △ ０.１４  ポイント 有効求人倍率 

【１１月】 
岡谷公共職業安定所管内 １.４６  倍 △ ０.１８  ポイント 

枚 数 １２,４１２  枚 △ ８.９  ％ 
手形交換高【１１月】 
（諏訪手形交換所扱） 

金 額 １５,４００  百万円 △ ３.３  ％ 

 枚 数 ６  枚 ２  枚 

 
うち不渡り発生状況 

金 額 ４,８８６  千円 ３,０６１  千円 

車庫証明取扱件数【１２月】 
（諏訪・岡谷自家用自動車協会管内） 

１,００２  件 △ １４.１  ％ 

新設住宅着工件数 （１７年４月～１１月） 
（諏訪地方事務所管内） 

１,５５３  件 ７.４  ％ 

 
概概  況況  
●地域の製造業 
輸送用機械、産業機械関連企業は引き続き高水準の生産を続け携帯電話部品も順調な生産が続

いた。クリスマス商戦向け製品の部品出荷が一段落した音響機器やゲーム機など一部下請企業に受

注が減少している企業がみられるが全体として受注は横ばい状況で前年同時期に比べ明るい雰囲

気となっている。 

自動車関連下請企業の受注状況は概ね安定しており受注が幾分増加した企業が多くなっている。

原材料の値上がりや受注単価引き下げなどの課題を抱えながらも、今後も安定した受注が続くと

みる企業が多い。 

産業機械関連企業の受注は増加、減少区々となっているが総じて受注は増加している。 

工作機械は自動車部品加工機械など引き続き順調な生産が続いている。 

地域製造業の受注は業種や企業により増加減少区々となっているが、全体としては幾分回復傾

向を示している。原油高騰や鉛や水銀等の含有を禁止する欧州連合のＲＯＨＳ（ローズ）指令の影響

からコスト対応に苦慮する企業がみられるが、地域の製造業の景況は全体として幾分回復している。 

 

●商業 
１２月は冬型の気圧配置となり諏訪地方の天候は１２月としては記録的低温となった。降雨（雪）量

が少なく日中でも真冬日が続き、衣料品や暖房器具など季節商品は好調な売れ行きをみせ、薄型

大型ＴＶや軽自動車など引き続き順調に売れ行きを伸ばした。 

食料品は店舗間競争が激しく、チラシや広告により店舗を移動する消費者もみられ、地域総体

では販売量が伸びたものの、後半の売れ行きは幾分低調となった模様。 
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衣料品は、あったか肌着など実用衣料品や子供、婦人、紳士衣料や重衣料などは前年を大幅に

上回る売れ行きだった。 

大型家電店は暖房機器の売れ行きが好調で一部商品は品切れ状態となった。大型薄型ＴＶは引き

続き堅調な動きとなっている。 

ホームセンターは、暖房器具や季節の生活関連商品などが順調な売れ行きをみせた。 

 

●観光 
１２月初旬の降雪でスキー場のオープンが早まったことや県北部、新潟方面の大雪から諏訪地域

へのスキー客の入り込みが増加しスキー場は例年を上回る賑わいを見せた。宿泊客は旅館、ホテル

により増加減少区々となっているが一部に厳寒予測の影響もみられ総体では前年を幾分割り込ん

だ模様。 

上諏訪の旅館・ホテルの宿泊客は施設により増加減少区々となっている。忘年会など増加した

ところもみられたが厳寒予想の影響を受けたところもあり、総体では前年を幾分割り込んだ模様。 

蓼科・白樺湖・車山方面の宿泊客は区々となっている。忘年会など宴会が増加したところがみ

られるが日帰り客が多く宿泊客は総体では前年を幾分割り込んだ模様。 

下諏訪温泉は増加したところもあるが、総じては前年を割り込んでいる。 

諏訪大社の二年参り、初詣の参拝客は上社 ２０５千人、下社 １４３千人で前年を大幅に上回り平

年並みに回復した。天候に恵まれた二年参りと元日の初詣で境内は大変な賑わいであった。 

 

●建設業 
市町村の１２月の発注工事は ５０４百万円で前年同月比 △６２１百万円減少した。地元企業への県

発注工事は ２０２百万円で、前年同月比 △７４百万円減少した。県・市町村合わせた１２月の公共工

事の地元企業受注額は、７０６百万円で前年同月比 △６９５百万円減少した。民間工事では、 

１１月の新設住宅着工件数は １５３戸で前年同月比 ５８戸減少した。 

１７年４月～１１月の累計着工戸数は １,５５３戸で前年同期の累計着工戸数に比べ １０７戸増加した。 

建築工事は幾分増加し予定の受注を確保したところもみられるが、土木工事は減少したままで

建設業は依然厳しい状況となっている。 

 

●雇用 
１１月の有効求人倍率は、諏訪公共職業安定所 １.１０倍、岡谷公共職業安定所 １.４６倍で諏訪地

域の有効求人倍率は １.３３倍と長野県の １.０６倍を上回っている。諏訪職安、岡谷職安合わせた 

１１月の新規求人（全数）は １,４６７人で前月より ５１人増加した。サービス業からの求人は増加傾向

が続いている。製造業からの新規求人は ４１０人で前月より６１人増えている。 

地域の有効求人倍率は平成１５年１０月以降 ２６ヶ月連続して１倍を上回っている。 

当金庫から見た需資動向に大きな変化はみられない。
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業種別動向 
１．電気機器 
プリント基板        デジタルカメラ、携帯電話、パソコンなどの基板は高水準の生産が続いて

おり業界全体として受注は幾分増加している。 
コンデンサー        フィルムコンデンサーの受注は横這い状況となっている。 
プ リ ン タ ー        下請け企業の受注状況は区々となっている。部品加工など増加してい

るところもみられるが機種により一服感となっているところもみられ

る。 

コンダクター・リレー 受注は安定しており堅調な生産が続いている。 
  

２．輸送用機械 
自 動 車 国内メーカーは安定した生産を続けており下請け企業の受注は安定し

ている。自動車関連の受注の比重が増えつつある企業が増えている。

二輪車部品は弱含みとなっている。 
ピストンリング・ 

シリンダーライナー 

メーカーは順調な生産を続けており下請企業の受注は安定している。 

船 外 機 下請企業の受注は横這いとなっており、高水準の生産が続いている。

 

 ３．一般機械 
工 作 機 械        自動車関連企業や海外出荷の工作機械は堅調な生産を続けている。 
専用機･省力機器 専用機械、省力化機械など産業機械の受注は安定しており高水準の生

産を続けているところが多い。 
搬 送 用 機 械        デジタル家電などの新規受注によりフル稼働の生産が続いている。 
金  型 情報機器や音響機器の金型受注は機種により増減区々となっている。

高水準のまま横這い状況のところもみられるが、商品サイクルが短いこ

とから変動が大きい。 
アルミダイキャスト 自動車部品や電源機部品など高水準の生産を続けているところがみら

れる。受注状況は区々で総体としては横這い状況となっている。 
 

 ４．カメラ・レンズ 
デジタルカメラ デジタルカメラの１１月の生産台数は ７４１万台で、前月比 △０.３％、前

年同月比 １１.８％の増となっている。１１月の国内出荷は ８１万台、輸

出 ６９１万台で前年同月比 １５.６％の増となっている。（カメラ映像機器工

業会） 

海外生産が主流となっており地域の下請企業の受注状況は区々となっ

ているが、高級１眼レフの部品の受注が増加したところもみられる。 

プロジェクター メーカー各社の海外生産比率が高まり下請企業の受注は減少しており

前年同期比では大幅に減少している。 
デジタルミニラボ 国内の普及率は高く海外出荷が多くなっている。生産状況は横這いと

なっている。 
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レ ン ズ ガラスレンズの生産は海外が主体となっている。国内のガラスレンズの生

産量は減少しており総体でも幾分減少傾向となっている。 

 
 ５．繊 維 

ニ ッ ト 春物ニットの本格生産時期に入っている。全国的に９月から１１月の気温

が高く、秋物衣料品の動きが低調だったことから、春の天候動向を慎

重にみており専門店からの発注が遅れ気味のところもあり生産は横這

となっている。 
ホールガーメントの受注は安定し順調な稼動となっている。 

 

 ６．食 品 
寒  天 本格的な生産に入り１割から２割の増産を目指している。 
味  噌 需要期を迎え出荷は幾分増加しており、前年並となっている。 

 

 ７．製 材 
諏訪地域の１１月の木造住宅着工件数は １１８戸で前月比 ２０戸増加した。 
合板は都心地域の需要が高く幾分値上がりしている。米松などアメリカからの輸入材は原

油高騰や円安から１２月以降１０％程度値上がりした。 
 

 ８．建 設 
公 共 工 事        １２月に地元業者が受注した県関係公共工事は、発注機関別では諏訪建

設事務所 １２件、林道治山工事関係 ８件、土地改良工事など合わせて

２２件、契約金額 ２０２百万円となっている。１７.４月～１７.１２月の累計

契約額は ２,４０６百万円で前年同期累計比 △１,１９９百万円の減少。市

町村発注工事は、建築工事 ７件 ２５百万円、土木工事・下水道工事な

ど ６３件 ３３９百万円、その他工事 １５件 １４０百万円で合計 ８５件 ５０４

百万円で前年１２月に比べ △６２１百万円減少した。 

民 間 工 事        １１月の新設住宅着工件数は １５３戸で、前年１１月比 △５８戸減少した。
１７年４月から１１月の累計着工件数は １,５５３戸で前年同月累計比
１０.９％増となっている。 
建築工事に動きが見られるが土木工事は低調に推移している。 
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 ９．商 業 

 諏訪地方の１２月の天候は冬型の気圧配置となり記録的低温となった。降雨（雪）量が過少

で日中も真冬日が続き、衣料品、暖房器具など季節商品は好調な売れ行きをみせた。食料

品は店舗間競争が激しく価格競争が見られ総体として販売数量は伸びたが後半は全国的に

寒さが厳しく葉物の値段が急騰したことや衣料品などの支出が増加したことから売れ行き

は伸び悩んだ模様。 
衣   料      記録的低温から実用衣料品や子供服、婦人衣料、紳士服など前年を大

幅に上回る売れ行きで機能性肌着など品切れの店舗がみられた。 

食 料 品 店舗間競争が続きチラシ、広告により消費者が店舗を移動して購入す

るなど前半は地域全体としての販売数量は伸びたが後半は衣料品など

の支出が増えたため食料品の売れ行きは伸び悩んだ模様。 

電 気 機 器       暖房機器は一部商品に品切れが出るなど前年を大幅に上回る売れ行き

をみせ、薄型大型ＴＶも堅調な売れ行きをみせた。 

自 動 車 諏訪・岡谷を合わせた１２月の車庫証明件数（軽自動車除く）は１,００２台

で、前月比 △２８２台減少し、前年同月比 △１４.１％の減少で前年同月

比では６ヶ月連続して前年を割り込んでいる。軽自動車は引き続き売

り上げを伸ばしているが、普通乗用車の売れ行きが幾分低調となって

おりガソリンの値上がりの影響も窺える。 

ホームセンター 暖房器具や住宅関連商品は前年を上回る売れ行きをみせた。 

 
１０．観 光 

１２月初旬の降雪でスキー場のオープンが早まったことや県北部や新潟県などの大雪からスキ

ーヤーが諏訪地方に集まるなど、地域のスキー場は例年を上回る賑わいを見せた。宿泊客は施

設により増加減少区々となっているが一部に厳寒予測の影響もみられ、全体では前年を幾

分割り込んだ模様。忘年会など宴会件数が例年より増えたところもみられた。 

諏訪大社の二年参り、初詣は前年を大幅に上回り平年並みに回復した。 

上 諏 訪 温 泉 宿泊客は旅館、ホテルにより増加減少区々となっているが一部厳寒予

測の影響もあり総体では前年を幾分割り込んだ模様。忘年会など宴会

数は増加したところがみられ総体の売り上げは前年並みとなった模

様。 
蓼科･白樺湖･車山 １２月上旬の降雪によりスキー場のオープンが早まり年末年始を含めス

キー場は大変賑わった。スキー客は暖冬の前年比では大幅に増加し平

年並みか平年を上回ったところもみられた。宿泊客は旅館、ホテルな

ど施設により増加減少区々となっている。総体では前年を割り込んだ

模様。 
下 諏 訪 温 泉        宿泊客は増加したところも見られるが総じては前年を割り込んでい

る。 

諏 訪 大 社        二年参り、初詣の参拝客は上社、下社合わせて ３４８千人で前年を

７２千人上回り平年並みに回復した。 



 

 

 

 
 

 

２００６年の見通し     社団法人 電子情報技術産業協会（平成１７年１２月２２日） 
 

 

２００６年のわが国電子工業の国内生産は原油価格や米中景気の動向など先行き不透明な要素はあ

るものの、ＩＴ部門の生産調整もようやく終了し、景気も回復基調にあることから、再びプラスに転

じるものと予測した。 

世界経済の動向は米国経済を中心に成長鈍化が予測されるものの、原油需要の伸びも鈍化し、原

油価格の上昇は沈静化に向かうと見込まれることから、概ね順調に推移するものと思われる。米

国経済は個人消費、設備投資の減速により調整局面になることが予測されるものの、ほぼ巡航速

度に近い伸びが続くものと予想される。中国経済は政府による投資抑制策にもかかわらず、２００５

年も ９％台成長は確実で、この勢いは当分変わりそうにない。 

また、アジア経済は中国経済の拡大に伴い、緩やかな拡大トレンドを続けることが予想され、ＥＵ

経済はユーロ安基調の中でＥＵ域外への輸出が拡大し、景気は緩やかな回復基調に向かうものと見

込まれる。 

以上の状況から、２００６年のわが国電子工業の国内生産は １９兆 ３,８９１億円、前年比 １０２.３％と

予測した。 

民生用電子機器の生産は薄型テレビ、カーナビゲーションシステムは引き続き堅調な伸びが見込ま

れるものの、ＤＶＤビデオ、デジタルカメラは価格下落や市場の熟成などから伸び悩みが予想され、 ２

兆 ６,０８３億円、前年比 １０２.５％と２年続けて微増に留まるものと予測した。 

産業用電子機器の生産は主力のパソコンが価格下落、海外生産移転等により伸び悩みが予測され

るものの、携帯電話はナンバーポータビリティ制度の導入や第３世代機への移行の本格化により伸長

が期待できることから、全体として ７兆 ３,９７７億円、前年比 １０２.０％の微増と予測した。 

電子部品・デバイスの生産は在庫調整もほぼ終了し、景気も回復基調になり、デジタル家電の海

外市場への拡大も本格化してくることから、 ９兆 ３,８３１億円、前年比 １０２.４％と予測した。 
 

トト ピピ ッッククスス  
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